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(57)【要約】
　２－オクチル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリル酸コポリマー及び所望により架
橋剤を含む感圧性接着剤組成物について記載する。接着剤組成物は、再生可能資源から誘
導されてもよく、良好な剥離性、剪断性及び高温安定性を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）３０～９０重量％未満の２－オクチル（メタ）アクリレートと、
　２）０．５～２０重量％の（メタ）アクリル酸コモノマーと、
　３）他のモノマーと、の反応生成物であるコポリマーを含む、接着剤組成物。
【請求項２】
　前記２－オクチル（メタ）アクリレートが、アクリル酸と２－オクチルアルコールの反
応生成物であって、前記２－オクチルアルコールが、１．０×１０－１４以上の１４Ｃ／
Ｃ比を有する、請求項１に記載の接着剤。
【請求項３】
　前記他のモノマーが、一級オクチルアクリレートの群から選択されるモノマーを含む、
請求項１に記載の接着剤。
【請求項４】
　前記他のモノマーが、一級オクチルアクリレートの群から選択されるモノマーを含む、
請求項２に記載の接着剤。
【請求項５】
　粘着付与剤を更に含む、請求項１に記載の接着剤。
【請求項６】
　可塑剤を更に含む、請求項１に記載の接着剤。
【請求項７】
　架橋剤を更に含む、請求項１に記載の接着剤。
【請求項８】
　前記架橋剤が、ペルオキシド、多官能性アジリジン、イソシアネート、オキサゾール、
及びエポキシ化合物からなる群から選択される、請求項７に記載の接着剤。
【請求項９】
　前記（メタ）アクリル酸コモノマーが、アクリル酸、メタクリル酸、及びこれらの組み
合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の接着剤。
【請求項１０】
　前記コポリマーが、６０～９０重量％未満の２－オクチル（メタ）アクリレート、０．
５～１０重量％の（メタ）アクリル酸、及び１０～３９．５重量％のブチル（メタ）アク
リレートを含む、請求項１に記載の接着剤。
【請求項１１】
　前記コポリマーが、６０～９０重量％未満の２－オクチル（メタ）アクリレート、０．
５～１０重量％の（メタ）アクリル酸、及び１０～３９．５重量％のブチル（メタ）アク
リレートから本質的になる、請求項１に記載の接着剤。
【請求項１２】
　請求項１に記載の接着剤及び裏材を含む、接着物品。
【請求項１３】
　前記裏材が、ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリエステル、ポリ塩化ビニル、ポリビ
ニルアルコール、ポリウレタン、ポリ（フッ化ビニリデン）、セルロース及びセルロース
誘導体から選択される、請求項１２に記載の接着物品。
【請求項１４】
　架橋した請求項１に記載の接着剤を含む、接着剤組成物。
【請求項１５】
　１）２－オクチル（メタ）アクリレートと、
　２）０．５～２０重量％の（メタ）アクリル酸コモノマーと、
　３）少なくとも１０重量％の他のモノマーと、の反応生成物を含む、コポリマー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本出願は、米国仮出願６１／０４４７４８号（２００８年４月１４日出願）の利益を主
張する。
【背景技術】
【０００２】
　感圧性接着剤（ＰＳＡ）は、次のものを含む性質を有することが知られている：（１）
強力かつ恒久的粘着性、（２）指圧以下での粘着性、（３）被着体又は基材上への十分な
保持力、及び（４）被着体からきれいに除去するための十分な貼着力。ＰＳＡとして良好
に機能することが分かっている材料としては、必須の粘弾性特性を示し、粘着、剥離接着
、及び剪断保持力の所望のバランスをもたらすように設計及び処方されたポリマーが挙げ
られる。ＰＳＡは、通常は、室温（例えば、２０℃）で粘着性であることを特徴とする。
ＰＳＡは、べたっとしていること、又は表面に付着することだけから、組成物を抱持する
わけではない。
【０００３】
　限定された数の部類のポリマーだけが、ＰＳＡとして機能することが判っている。これ
らのポリマー部類には、天然及び合成ゴム、（メタ）アクリルポリマー、シリコーン、ブ
ロックコポリマー並びにオレフィンがある。アクリルポリマーが特に有用であることが判
っている。アクリル系ＰＳＡは、しばしばイソオクチルアクリレート又は２－エチルヘキ
シルアクリレートから調製される。これらの接着剤は、多種多様な表面に適用した際に、
高剥離接着力などの多くの望ましい特性を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　更に、アクリル系（acryclic）ＰＳＡは一般に、石油原料に由来する。石油及び付随す
る石油由来製品の価格上昇によって、多くの接着剤製品の価格が高騰し、供給が不安定に
なった。石油系原料の全て又は一部を、植物などの再生可能な資源に由来するものに置き
換えることが望ましいが、それはこのような材料が比較的安価になり、したがって経済的
に及び社会的に有益だからである。したがって、このような植物由来材料の必要性は、ま
すます重要になった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、再生可能資源に由来する接着剤組成物を提供する。特に、本発明は、植物性
材料に部分的に由来する接着剤組成物を提供する。このような材料は、石油由来の原料よ
りも多くの炭素１４同位体組成物を有する。いくつかの実施形態では、本発明は、基材又
は裏材もまた再生可能資源に由来する接着物品を更に提供する。感圧性接着剤組成物は、
２－オクチル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸コポリマー及び所望により架橋
剤を含む。本明細書で使用するとき、（メタ）アクリレート又は（メタ）アクリルは、メ
タクリレート及びアクリレートを含む。接着剤組成物は、別の基材又は表面へ結合させる
基材又は表面上に直接、押出加工、コーティング、又はスプレーされてよい。
【０００６】
　本発明は、支持体又は裏材上に配置された前述の感圧性（メタ）アクリル接着剤の層を
含む、テープなどの接着物品もまた提供する。支持体は、いわゆる転写テープ（この場合
、露出した接着剤は、基材又は表面と接触して置かれてよく、剥離ライナーはその後、接
着剤から剥がされて、別の基材又は表面へ結合させるための接着剤の別の部分が露出され
る）を提供するための剥離基材又はライナーであってよい。接着物品は、接着剤組成物の
支持層上への押出加工、コーティング、又はスプレーなどの様々な既知の方法のうち任意
のものによって調製可能な、テープ又は接着シートとして提供されてよい。感圧性（メタ
）アクリル接着剤テープ又はシートは、表面又は基材上へ積層することができる。テープ
又はシートは、任意の所望の形状にダイカットすることもできる。
【０００７】
　２－オクチル（メタ）アクリレートから誘導された本接着剤組成物は、ｎ－オクチル及
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びイソオクチルのようなオクチル（メタ）アクリレートの他の異性体を比べた場合、同等
の接着剤特性を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　接着剤組成物は、
　（ａ）
　　１）３０～９０重量％未満、好ましくは６０～９０重量％未満の２－オクチル（メタ
）アクリレートと、
　　２）０．５～２０重量％のカルボン酸官能性コモノマー、好ましくは（メタ）アクリ
ルと、
　　３）その他のモノマーと、を含むコポリマー、及び
　ｂ）所望により架橋剤類を含む。
【０００９】
　２－オクチル（メタ）アクリレートは、従来技術によって、２－オクタノール、並びに
エステル、酸、及びハロゲン化アシルなどの（メタ）アクリロイル誘導体から調製できる
。２－オクタノールは、ヒマシ油（又はそのエステル若しくはハロゲン化アシル）から誘
導されるリシノール酸を水酸化ナトリウムで処理し、引き続いて共生成物のセバシン酸か
ら蒸留することによって調製できる。
【００１０】
　（メタ）アクリル酸エステル及びカルボン酸官能性モノマーと共重合する他のモノマー
の例は、メチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ブチル（
メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート
及び６－メチルヘプチル（メタ）アクリレート等の一級オクチルアクリレートのようなＣ

１～Ｃ１０の（メタ）アクリレートを含み；更なる例は、Ｎ－ビニルピロリドン、（メタ
）アクリルアミド、アルファ－オレフィン、ビニルエーテル、アリルエーテル、スチレン
、及び他の芳香族ビニル化合物、マレイン酸エステル、２－ヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレート、Ｎ－ビニルカプロラクタム、及びＮ－エチル（メタ）アクリルアミドのよう
な置換（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－オ
クチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメ
チル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド、及びＮ－エチ
ル－Ｎ－ジヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミドを含む。
【００１１】
　共重合性混合物は、所望により、得られるポリマーの分子量を制御するための連鎖移動
剤を更に含んでよい。有用な連鎖移動剤の例としては、四臭化炭素、アルコール、メルカ
プタン及びこれらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられるが、これらに限定
されない。存在する場合、好ましい連鎖移動剤は、イソオクチルチオグリコレート及び四
臭化炭素である。重合混合物は更に、連鎖移動剤を、モノマー混合物の総量１００ｐｂｗ
を基準にして、約０．５重量部（ｐｂｗ）まで、典型的には約０．０１～約０．５ｐｂｗ
、好ましくは約０．０５～約０．２ｐｂｗ含んでもよい。
【００１２】
　発明の実施において、コポリマーは、従来の溶媒重合方法、エマルション重合、無溶媒
バルク重合、及び紫外線、電子ビーム、及びガンマ線を用いる工程を含む放射線重合が挙
げられるが、これらに限定されない方法によって重合される。モノマー混合物は、コモノ
マーを重合させるのに効果的なタイプ及び量の重合開始剤、特に熱反応開始剤又は光反応
開始剤を含んでよい。
【００１３】
　本発明で使用する（メタ）アクリレート接着性ポリマーの調製において有用な反応開始
剤は、熱又は光に曝した際に、モノマー混合物の（共）重合を開始させるフリーラジカル
を発生させる反応開始剤である。これらの反応開始剤は、モノマー組成物１００ｐｂｗあ
たり、約０．０００１～約３．０ｐｂｗ、好ましくは約０．００１～約１．０ｐｂｗ、よ
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り好ましくは約０．００５～約０．５ｐｂｗの範囲の濃度で用いることができる。
【００１４】
　典型的な重合方法は、水、モノマー、界面活性剤、反応開始剤、及び所望により他の添
加剤を加熱（典型的な温度は５０～９０℃）、攪拌して実行される。モノマーは、ポリマ
ー粒子への重合がおきる界面活性剤ミセル中に移動すると理解される。
【００１５】
　典型的な溶液重合法は、モノマー、好適な溶媒、及び所望により、連鎖移動剤を反応槽
に加えること；フリーラジカル反応開始剤を添加すること；窒素でパージすること；並び
に反応槽をバッチサイズ及び温度に応じて、反応が完了するまで、典型的には約１～約２
０時間、高温で、典型的には約４０～１００℃の範囲の高温に維持すること；によって実
施される。溶媒の例は、メタノール、テトラヒドロフラン、エタノール、イソプロパノー
ル、アセトン、メチルエチルケトン、酢酸メチル、酢酸エチル、トルエン、キシレン、及
びエチレングリコールアルキルエーテルである。それらの溶媒は、単独で又はそれらの混
合物として使用することができる。
【００１６】
　好適な反応開始剤には、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　Ｃｏ．から
入手可能なＶＡＺＯ　６４（２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル）、ＶＡＺＯ　５
２（２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルペンタニトリル）、及びＶＡＺＯ　６７（２
，２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）等のアゾ系化合物、過酸化ベンゾイル及
び過酸化ラウロイルのような過酸化物、及びこれらの混合物からなる群から選択されるも
のが挙げられるが、これらに限定されない。好ましい油溶性熱反応開始剤は、２，２’－
アゾビス（２－メチルブチロニトリル）である。使用する場合、反応開始剤は、感圧性接
着剤中のモノマー成分の１００ｐｂｗを基準にして、約０．０５～約１重量部、好ましく
は約０．１～約０．５重量部で含まれてよい。
【００１７】
　典型的な光重合法では、モノマー混合物に、光重合開始剤（すなわち、光反応開始剤）
の存在下で紫外（ＵＶ）線を照射してよい。好ましい光反応開始剤には、Ｃｉｂａ　Ｓｐ
ｅｃｉａｌｉｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．、ニューヨーク州タリータウン（Tarr
ytown）、からＩＲＧＡＣＵＲＥ及びＤＡＲＯＣＵＲの商品名で入手可能なものであり、
１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４）、２，２－
ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１）、ビス
（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキシド（ＩＲＧＡＣＵＲＥ
　８１９）、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－２－ヒドロキシ－２－
メチル－１－プロパン－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　２９５９）、２－ベンジル－２－
ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）ブタノン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３６９
）、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルホリノプロパン－１－
オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　９０７）、及び２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプ
ロパン－１－オン（ＤＡＲＯＣＵＲ　１１７３）が挙げられる。特に好ましい光反応開始
剤は、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９、１８４、及び２９５９である。
【００１８】
　米国特許第４，６１９，９７９号及び米国特許第４，８４３，１３４号に記載されてい
る連続フリーラジカル重合法などの無溶媒重合法、米国特許第５，６３７，６４６号に記
載されているバッチ反応器を使用する実質的に断熱の重合法、及び米国特許第５，８０４
，６１０号に記載されている、パッケージ化されたプレ接着剤組成物（pre-adhesive com
position）を重合するために記載された方法を使用して、ポリマーを調製することもでき
る。
【００１９】
　パッケージ材料は、ベースコポリマー又は可塑化感圧性接着剤組成物と組み合わされた
際に、所望の感圧性接着剤特性に対して実質的に悪影響を与えることがない材料から製造
される。感圧性接着剤とパッケージ材料との混合物から製造されるホットメルトコーティ
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ングされた感圧性接着剤は、感圧性接着剤のみから製造されるホットメルトコーティング
された感圧性接着剤と比較して、改善された感圧性接着剤特性を有し得る。
【００２０】
　パッケージ材料は、使用する重合法にとって適切でなければならない。例えば、光重合
による場合、重合をもたらすために必要な波長の紫外線を十分に通すフィルム材料を使用
する必要がある。重合は、米国特許第４，１８１，７５２号にて記載のように、紫外線（
ＵＶ）放射線に露光することにより生じさせることができる。好ましい実施形態では、重
合は、約０．１～約２５ｍＷ／ｃｍの強度にて、６０％超、好ましくは７５％超の２８０
～４００ナノメートル（ｎｍ）の発光スペクトルを有するＵＶブラックライトで実施され
る。
【００２１】
　別の好ましい無溶媒重合法では、本発明の感圧性接着剤は、参照により本明細書に組み
込まれる米国特許第４，１８１，７５２号に記載される技術に従って、光反応開始重合法
によって調製される。コモノマー及び光反応開始剤は、無溶媒下にて共に混合され、約０
．５Ｐａ．ｓ（５００ｃｐｓ）～約５０Ｐａ．ｓ（５０，０００ｃｐｓ）の範囲の粘度ま
で部分的に重合して、コーティング可能なシロップ剤となる。あるいは、モノマー及び光
反応開始剤は、溶媒の不存在下にて混合され、部分的に重合してシロップ剤を作る。次に
、可塑剤をシロップ剤に添加して、更なる重合のためのコーティング可能な混合物を作る
。更に別の方法では、モノマー及び可塑剤を、ヒュームド親水性シリカなどのチキソトロ
ープ剤と混合して、コーティング可能な粘度（thickness）にしてよい。次に、架橋剤及
び任意のその他の成分を、初期重合されたシロップ剤又は濃縮可塑化モノマー混合物に添
加する。あるいは、これら成分（架橋剤を除いて）は、初期重合に先立って、モノマー混
合物へ直接添加することができる。
【００２２】
　得られた組成物を、基材（紫外線放射線を通してもよい）上にコーティングし、紫外線
に露光することによって、不活性（すなわち、無酸素）雰囲気（例えば、窒素雰囲気）中
にて重合する。好適な基材の例としては、剥離ライナー（例えば、シリコーン剥離ライナ
ー）及びテープ裏材（プライム化された又はプライム化されていない、紙又はプラスチッ
ク）が挙げられる。十分に不活性な雰囲気は、重合性コーティング層を、実質的に紫外線
を通すプラスチックフィルムで覆い、そのフィルムを通して、空気中で、上述の特許にて
記載されているように、紫外線ランプを使用して照射することによっても得ることができ
る。あるいは、重合性コーティングを覆う代わりに、易酸化性スズ化合物を、重合性シロ
ップ剤に添加して、米国特許第４，３０３，４８５号にて記載されているように、酸素に
対するシロップ剤の耐性を増大させてよい。紫外線源は、好ましくは最大値３５１ｎｍで
、２８０～４００ｎｍ（より好ましくは、３００～４００ｎｍ）の放射線の９０％を有す
る。
【００２３】
　第１成分ポリマーは、例えば、溶液重合し、続いて単離することによって調製してもよ
い。調製に使用される任意の残留モノマー及び／又は溶媒は、蒸留、真空蒸発などの従来
技術によって除去して、架橋に先立って、残留含有量を２重量％未満まで低減してよい。
重合は、モノマーの酸又はエステル官能基と非反応性の、酢酸エチル、トルエン、及びテ
トラヒドロフランなどの好適な溶媒の存在下で実施してよい。
【００２４】
　ポリ（メタ）アクリレート感圧性接着剤の貼着力を増大させるために、所望により架橋
剤を接着剤組成物内に組み込んでよい。主たる２つのタイプの化学架橋剤は、代表的なも
のである。第１の架橋添加剤は、多官能性アジリジン、イソシアネート、オキサゾール及
びエポキシ化合物のような熱架橋剤である。アジリジン架橋剤の１例は、１，１’－（１
，３－フェニレンジカルボニル）－ビス－（２－メチルアジリジン）（ＣＡＳ番号７６５
２－６４－４）である。その他のビスアミド架橋剤は、米国特許第６，８９３，７１８号
（Ｍｅｌａｎｃｏｎら）（参照により本明細書に組み込まれる）に記載されている。一般
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ト、トルエンジイソシアネート、及び当該技術分野において既知のその他のものである。
このような化学的架橋剤は、重合後に溶剤系ＰＳＡに添加して、コーティングされた接着
剤のオーブン乾燥中に、熱によって活性化することができる。
【００２５】
　ビスアミド架橋剤は、次式のものであり、
【００２６】
【化１】

【００２７】
　式中、
　Ｒ１及びＲ３は、Ｈ及びＣｎＨ２ｎ＋１からなる群から独立して選択され（式中、
　ｎは、１～５の範囲の整数である）、
　Ｒ２は、フェニル、置換フェニル、トリアジン、及び－ＣｎＨ２ｍ－（式中、ｍは１～
１０の範囲の整数である）、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される二価のラ
ジカルである。
【００２８】
　本発明にて有用な多官能性オキサゾリン架橋剤は、２－オキサゾリン、２－オキサジン
及びこれらの組み合わせからなる群から選択される基を、１分子あたり２つ以上含有する
ものである。好ましい１，３－オキサジル複素環式化合物は、１，３－オキサゾリンであ
り、特に好ましい１，３－オキサゾリンは、２－フェニル－２－オキサゾリンである。ビ
スオキサゾリンは、典型的には、ポリカルボン酸から誘導され、このようなポリカルボン
酸としては、芳香族酸、例えば、イソフタル酸、テレフタル酸、５－ｔ－ブチルイソフタ
ル酸、トリメシン酸、１，２，４，５－ベンゼンテトラカルボン酸及び２，６－ナフタレ
ンジカルボン酸が挙げられるが、これらに限定されない。好ましいポリカルボン酸として
は、イソフタル酸、テレフタル酸及びトリメシン酸が挙げられる。
【００２９】
　本発明にて有用な多官能性１，３－オキサジル複素環式化合物は、対応する、ポリカル
ボン酸及びアルカノールアミンのエステルの反応により、都合よく調製することができる
。ビスオキサゾリンを含むポリ（１，３－オキサジル複素環式）化合物の非限定実施例は
、次式Ｉによって表される核を有するようなものであり、
【００３０】



(8) JP 2011-516690 A 2011.5.26

10

20

30

40

50

【化２】

【００３１】
　式中、Ａは、１～２０個の炭素原子を有する、環式若しくは非環式脂肪族又は置換環式
若しくは非環式脂肪族部分、又は６～２０個の炭素原子を有する、芳香族（アリール）単
核若しくは多核又は脂肪族置換アリール残基、及び約２～２００，０００の反復単位を含
むポリマー若しくはオリゴマー残基からなる群から選択され、
　Ｒ７は、独立して、Ｈ、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、又はＣ６Ｈ５を表し、
　Ｒ８及びＲ９は、独立して、Ｈ又はＣＨ３を表し、好ましくはＲ７及びＲ９は、両方共
にＣＨ３となることはなく、
　ｘは０又は１の整数を示し、
　ｎは、２以上の整数、好ましくは２又は３である。
【００３２】
　有用な多官能性オキサゾリン架橋剤としては、４，４’－５，５’－テトラヒドロ－２
，２’－ビスオキサゾール（つまり、２，２’－ビス（２－オキサゾリン））；２，２’
－（アルカンジイル）ビス［４，５－ジヒドロオキサゾール］、例えば、２，２’－（１
，４－ブタンジイル）ビス［４，５－ジヒドロオキサゾール］及び２，２’－（１，２－
エタンジイル）ビス［４，５－ジヒドロオキサゾール］；２，２’－（アリーレン）ビス
［４，５－ジヒドロオキサゾール］、例えば、２，２’－（１，４－フェニレン）ビス［
４，５－ジヒドロオキサゾール］；２，２’－（１，５－ナフタレニル）ビス［４，５－
ジヒドロオキサゾール］及び２，２’－（１，８－アントラセニル）ビス［４，５－ジヒ
ドロオキサゾール］；スルホニル、オキシ、チオ又はアルキレンビス２－（アリーレン）
［４，５－ジヒドロオキサゾール］、例えば、スルホニルビス２－（１，４－フェニレン
）ビス［４，５－ジヒドロオキサゾール］、オキシビス２－（１，４－フェニレン）ビス
［４，５－ジヒドロオキサゾール］、チオビス２－（１，４－フェニレン）ビス［４，５
－ジヒドロオキサゾール］及びメチレンビス２－（１，４－フェニレン）ビス［４，５－
ジヒドロオキサゾール］；２，２’，２’’－（アリーレントリス［４，５－ジヒドロオ
キサゾール］、例えば、２，２’，２’’－（１，３，５－フェニレントリス［４，５－
ジヒドロオキサゾール］；２，２’，２’’，２’’’－（アリーレンテトラ［４，５－
ジヒドロオキサゾール］、例えば、２，２’，２’’，２’’’－（１，２，４，５－フ
ェニレンテトラ［４，５－ジヒドロオキサゾール］並びに末端オキサゾリン基を有するオ
リゴマー及びポリマー材料が挙げられるが、これらに限定されない。
【００３３】
　典型的には、（メタ）アクリル酸コモノマーと架橋剤との相対量は、架橋剤官能基（ア
ミド、オキサゾール、イソシアネート又はエポキシ官能基など）の当量数対カルボン酸基
の当量数の比が、約０．１以下となるように選択される。より典型的には、アミド基の当
量数対カルボン酸基の当量数の比は、約０．０５未満、一般的には０．０００１～０．０
５である。最も一般的には、架橋剤官能基の当量数対カルボン酸基の当量数の比は、０．
０００１～０．０５である。



(9) JP 2011-516690 A 2011.5.26

10

20

30

40

50

【００３４】
　別の実施形態では、架橋反応を行うためにフリーラジカルに依存する化学的架橋剤を使
用してよい。例えば、過酸化物のような試薬は、フリーラジカル供給源として機能する。
十分に加熱されると、これらの前駆体は、ポリマーの架橋反応を生じさせるフリーラジカ
ルを発生させる。一般的なフリーラジカル生成試薬は、過酸化ベンゾイルである。フリー
ラジカル生成剤は少量のみ必要とされるが、一般に、架橋反応を完了させるためには、ビ
スアミド及びイソシアネート試薬に必要とされるものより、より高温を必要とする。第二
タイプの架橋添加剤は、高強度の紫外線（ＵＶ）光によって活性化される感光性架橋剤で
ある。（メタ）アクリル系ＰＳＡに使用される２種の共通した感光性架橋剤は、ベンゾフ
ェノン、及び米国特許第４，７３７，５５９号（Ｋｅｌｌｅｎら）に記載されているよう
な共重合可能な芳香族ケトンモノマーである。溶液ポリマーに後から添加し、紫外線によ
って活性化することができる別の光架橋剤は、トリアジン、例えば、２，４－ビス（トリ
クロロメチル）－６－（４－メトキシフェニル）－ｓ－トリアジンである。これらの架橋
剤は、中圧水銀ランプ又はＵＶブラックライトなどの供給源から発生する紫外線によって
活性化される。
【００３５】
　有用なポリイソシアネートとしては、脂肪族、脂環式、及び芳香族ジイソシアネート、
並びにこれらの混合物が挙げられる。多数のこのようなジイソシアネートが、市販されて
いる。好適なジイソシアネートの代表的な例としては、ヘキサメチレン－ジイソシアネー
ト（ＨＤＴ）、トリメチルヘキサメチレン－ジイソシアネート（ＴＭＨＤＩ）、ｍ－及び
ｐ－テトラメチルキシレンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、ジフェニルメタンジイソシ
アネート（ＭＤＴ）、ナフタレンジイソシアネート（ＮＤＩ）、フェニレンジイソシアネ
ート、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、トルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）
、ビス（４－イソシアナトシクロヘキシル）メタン（Ｈ１２ＭＤＩ）など、並びにこれら
の混合物が挙げられる。有用なポリイソシアネートとしては、上記のモノマーポリイソシ
アネートの誘導体も挙げられる。これらの誘導体としては、Ｂａｙｅｒ（ペンシルベニア
州ピッツバーグ）からＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｎ－１００の商品名で入手可能なヘキサメチレ
ンジイソシアネート（ＨＤＩ）のビウレット付加化合物などのビウレット基を含有するポ
リイソシアネート、Ｂａｙｅｒ（ペンシルベニア州ピッツバーグ）からＤＥＳＭＯＤＵＲ
　Ｎ－３３００の商品名で入手可能なものなどのイソシアヌレート基を含有するポリイソ
シアネート、並びにウレタン基、ウレットジオン基、カルボジイミド基、アロホネート基
などを含有するポリイソシアネートが挙げられるが、これらに限定されない。所望する場
合、３つ以上のイソシアネート基を有する１つ以上のポリイソシアネートを少量加えて、
架橋の程度に影響をもたらすことができる。好ましいポリイソシアネートとしては、脂肪
族ジイソシアネート及びその誘導体が挙げられるが、ＩＰＤＩが最も好ましい。
【００３６】
　加水分解可能で、フリーラジカル共重合が可能な架橋剤、例えば、限定されないが、メ
タクリルオキシプロピルトリメトキシシラン（Ｇｅｌｅｓｔ，Ｉｎｃ．、ペンシルバニア
州タリータウン（Tullytown）から入手可能）、ビニルジメチルエトキシシラン、ビニル
メチルジエトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニ
ルトリフェノキシシランなどを含むモノエチレン性不飽和モノ、ジ、及びトリアルコキシ
シラン化合物もまた有用な架橋剤である。架橋はまた、ガンマ線又は電子線放射線のよう
な高エネルギー電磁放射線を使用して得られてもよい。この場合、架橋剤は必要とされな
い場合がある。
【００３７】
　その他の添加剤が、重合性混合物内に含まれ得、又は化合若しくはコーティング時に添
加されて、感圧性接着剤の性質を変えることができる。このような添加剤としては、色素
、粘着付与剤、ガラス性又は高分子性の気泡又はビーズ（それは拡張（expanded）又は非
拡張（unexpanded）であってよい）などの充填剤、疎水性シリカ又は親水性シリカ、炭酸
カルシウム、ガラス繊維又は合成繊繊、発泡剤、強化剤、補強剤、難燃剤、酸化防止剤、
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及び安定剤が挙げられる。添加剤は、所望の最終性質を得るのに十分な量で添加される。
【００３８】
　その他の添加剤が用いられるなら、接着性ポリマーの全乾燥重量を基準にして、約４０
重量％以下、好ましくは３０重量％未満、及びより好ましくは５重量％未満が好適であろ
う。
【００３９】
　感圧性接着剤組成物の粘着性を提供する又は高めるために、当該技術分野において一般
的に使用される多種多様な樹脂性（又は合成）材料は、粘着付与剤（すなわち、粘着付与
樹脂）として使用してよい。実施例としては、ロジン、グリセロール又はペンタエリスリ
トールのロジンエステル、水素添加ロジン、重合したβ－ピネンなどのポリテルペン樹脂
、クマロンインデン樹脂、「Ｃ５」及び「Ｃ９」重合石油留分などが挙げられる。
【００４０】
　「Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖ
ｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ」（Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｄ．Ｓａｔａｓ，ｅｄ．
，Ｖａｎ　Ｎｏｓｔｒａｎｄ　Ｒｅｉｎｈｏｌｄ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，Ｎ．Ｙ．，１９８
９）にて記載されているように、このような粘着性調整剤の使用は、当該技術分野におい
て一般的である。粘着付与樹脂は、所望の粘着力を得るために必要とされる量で添加され
る。好適な市販の粘着付与剤の例としては、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ｉｎｃ．（デラウェア州
ウィルミントン）から、ＦＯＲＡＬ　８５の商品名で入手可能なものなどの合成エステル
樹脂、及びＥｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．（テキサス州ヒューストン）から、Ｅ
ＳＣＯＲＥＺ　２０００の商品名で入手可能なもののような、脂肪族／芳香族炭化水素樹
脂が挙げられる。これは、典型的には、アクリレートコポリマー１００ｐｂｗあたり、１
～約３００ｐｂｗの粘着付与樹脂を添加することによって達成される。粘着付与樹脂は、
アクリレートコポリマーに適切な粘着度を付与して、得られた組成物の、均衡のとれた感
圧性接着剤特性（剪断力及び剥離接着力を含む）を維持するように選択される。当該技術
分野において既知なように、粘着付与剤樹脂の全てが同じようにアクリレートコポリマー
と相互作用するとは限らず、したがって、適切な粘着付与剤樹脂を選択し、最適な接着性
能を得るために、わずかな実験が必要とされる場合がある。このようなわずかな実験は、
接着剤技術の当業者なら十分に行うことができる。
【００４１】
　本発明の重合性組成物に使用するために選択される可塑剤は、一連の性質を有する。一
般に、可塑剤は、液体又は固体であることができ、一連の分子量及び構造を有し、ベース
コポリマー、モノマー又はポリマー、非揮発性及び非反応性のものと適合性がある。更に
、固体と液体との混合物、モノマー及びポリマー、並びに可塑剤のその他の組み合わせを
本発明で使用することができる。
【００４２】
　一般に、バルク重合法を使用して調製された可塑化感圧性接着剤組成物のために、液体
可塑剤は、速やかにベースコポリマーと化合され及び／又はコモノマーと混和するように
選択することができる。加えて、液体可塑剤は、非粘着性ベースコポリマーに又は既にコ
ーティングされたベースコポリマーフィルム上に直接送達してもよく、典型的には素早く
吸収されて、感圧性接着剤特性を活性化する。
【００４３】
　使用するには幾分困難ではあるが、ベースコポリマーの制御された可塑化が望まれる用
途、プロセス又は物品に、固体可塑剤を有利に使用することができる。例えば、ホットメ
ルトプロセス可能な感圧性接着剤組成物は、ベースコポリマーと可塑剤成分の両方が固体
でありかつ非粘着性である場合、溶融化合前に、容易に移送しかつ取り扱うことができる
。溶融温度又はガラス転移温度まで固体可塑剤を加熱すると、ベースコポリマーは可塑化
し、混合物は感圧性接着剤特性を示す。
【００４４】
　更に、可塑剤は、一連の分子量及び構造を有することができる。すなわち、可塑剤は、
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本質的にポリマー又はモノマーのいずれか一方であることができる。典型的に、モノマー
可塑剤は、低分子量の酸又はアルコールから誘導され、それらは次に単官能性アルコール
又は単官能性酸によってそれぞれエステル化される。これらの例は、単塩基酸及び多塩基
酸のエステル、例えば、イソプロピルミリステート、ジブチルフタレート、ジイソオクチ
ルフタレート、ジブチルアジパート、ジブチルセバケートなどである。有用なポリマー可
塑剤は、非アクリル系であり、典型的には、カチオン又はフリーラジカル重合可能な、縮
合重合可能な、又は開環重合可能なモノマーから誘導されて、低分子量ポリマーを製造で
きる。これらポリマー可塑剤の例としては、ポリウレタン、ポリ尿素、ポリビニルエーテ
ル、ポリエーテル、ポリエステルなどの材料が挙げられる。本適用で使用される「非アク
リル系」は、ポリマー可塑剤が約２０重量％未満の任意の（メタ）アクリルのモノマーを
含むことを意味する。
【００４５】
　更に、有用な可塑剤は非反応性あり、したがって、ベースコポリマーのコモノマーとの
共重合を防ぐ。このため、アクリレート官能基、メタクリレート官能基、スチレン官能基
、又はその他のエチレン性不飽和、フリーラジカル反応性官能基を有する可塑剤は、通常
使用されない。
【００４６】
　特に有用な可塑剤としては、約１５０～約５、０００の、好ましくは約１５０～約１，
５００の重量平均分子量を有するポリアルキレンオキシド、例えば、ポリエチレンオキシ
ド、ポリプロピレンオキシド、ポリエチレングリコール；アルキル又はアリール官能化ポ
リアルキレンオキシド、例えば、ＰＹＣＡＬ　９４（ＩＣＩ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから市
販されているポリエチレンオキシドのフェニルエーテル）；ベンゾイル官能化ポリエーテ
ル、例えば、ＢＥＮＺＯＦＬＥＸ　４００（ポリプロピレングリコールジベンゾエート、
Ｖｅｌｓｉｃｏｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから市販されている）及びポリエチレンオキシド
のモノメチルエーテル；モノマーアジパート、例えば、ジオクチルアジパート、ジブトキ
シエトキシエチルアジパート及びジブトキシプロポキシプロピルアジパート；ポリマーア
ジパート、例えば、ポリエステルアジパート；シトレート、例えば、アセチルトリ－ｎ－
ブチルシトレート；フタレート、例えば、ブチルベンジルフタレート、トリメリテート、
セバケート、ポリエステル、例えば、Ｐａｒａｐｌｅｘの商標名で知られているようなも
の（Ｃ．Ｐ．Ｈａｌｌ　Ｃｏ．から入手可能）；ホスフェートエステル（Ｓａｎｔｉｃｉ
ｚｅｒの商標名で知られているようなもの、Ｆｅｒｒｏから入手可能）、例えば、２－エ
チルヘキシルジフェニルジホスフェート及びｔ－ブチルフェニルジフェニルホスフェート
；グルタレート、例えば、Ｐｌａｓｔｈａｌｌ　７０５０（Ｃ．Ｐ．Ｈａｌｌ　Ｃｏ．）
から入手可能なジアルキルジエーテルグルタレート）；並びにこれらの混合物が挙げられ
る。
【００４７】
　可塑剤は、コポリマー１００ｐｂｗに対して約１～１００ｐｂｗの量で使用されてもよ
い。最も好ましくは、可塑剤は、コポリマーの重量に対して、１０重量％以下の可塑剤量
で存在する。
【００４８】
　感圧性接着剤組成物は、シート、繊維、又は成形物品であり得る任意の好適な基材に適
用することができる。しかし、好ましい基材は、感圧性接着剤製品に使用されるようなも
のである。
【００４９】
　本発明は、裏材又は好適な基材上に配置した硬化済み接着剤組成物を含む接着物品を更
に提供する。テープ、ラベル、ステッカー、転写テープ及びその他物品などの各種の従来
の感圧性接着剤物品に加えて、感圧性接着剤物品を、装飾、照明管理及び光学物品にて使
用することが可能である。
【００５０】
　本発明の接着物品のための可撓性支持体又は裏材として有用な好適な材料としては、ポ
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リエチレン、ポリプロピレン（アイソタクチックポリプロピレンを含む）などのポリオレ
フィン；ポリスチレン；ポリ（エチレンテレフタレート）を含むポリエステル；ポリ塩化
ビニル；ポリ（ブチレンテレフタレート）；ポリ（カプロラクタム）；ポリビニルアルコ
ール；ポリウレタン；ポリ（フッ化ビニリデン）；セルロースアセテート及びセロハン（
登録商標）などのセルロース及びセルロース誘導体が挙げられるが、これらに限定されな
い。本発明で有用な市販の裏材は、クラフト紙（Ｍｏｎａｄｎｏｃｋ　Ｐａｐｅｒ，Ｉｎ
ｃ．から入手可能；スパンボンドポリ（エチレン）及びポリ（プロピレン）のようなＴｙ
ｖｅｋ（商標）及びＴｙｐａｒ（商標）（ＤｕＰｏｎｔ，Ｉｎｃ．）から入手可能）；並
びにＴｅｓｌｉｎ（商標）（ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能）及
びＣｅｌｌｇｕａｒｄ（商標）（Ｈｏｅｃｈｓｔ－Ｃｅｌａｎｅｓｅから入手可能）のよ
うなポリ（エチレン）及びポリ（プロピレン）から得られる多孔質フィルムが挙げられる
。
【００５１】
　接着剤組成物に有用である従来のテープ裏材として使用される可撓性裏材の典型的な例
としては、紙、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリウレタン、ポリエステル（例えば、
ポリエチレンテレフタレート、又はポリ（乳酸）、酢酸セルロース、エチルセルロース、
これらのコポリマー及びこれらの誘導体など）のようなプラスチックフィルムから作製さ
れるものが挙げられる。ポリマーブレンド又は多重フィルム層からなるフィルムを使って
もよい。裏材はまた、綿、ナイロン、レーヨン、ガラス、セラミック材料などの合成若し
くは天然材料の糸から形成される織布、又は天然、合成繊維若しくはこれらのブレンドの
エアレイドウェブなどの不織布などの布地から調製されてもよい。裏材はまた、金属、金
属化ポリマーフィルム、又はセラミックシート材料から形成されてもよく、ラベル、テー
プ、印、カバー、マーキング印などの感圧性接着剤組成物が利用されていることが従来か
ら知られているあらゆる物品の形態を取ってもよい。
【００５２】
　上記接着剤組成物は、特定基材に適合するように修正された、従来のコーティング技術
を用い、基材上にコーティングされる。例えば、これらの組成物は、ロール、ブラシコー
ティング、フロー、ディップ、スピン、スプレー、ナイフ、スプレッド、ワイヤー、グラ
ビア、ドクターブレード及びダイコーティングなどの方法によって、種々の固体基材に適
用することができる。これらの種々のコーティング法は、組成物を可変の厚さで基材上に
定置することを可能にし、それにより組成物をより広い範囲で使用することを可能にする
。
【００５３】
　コーティング厚は、例えば、特定用途、コーティング処方、及び基材の性質（例えば、
その吸収性、多孔性、表面の粗さ、縮み（crepe）、化学組成、等）などの各種要因に応
じて変化する。２～２５０マイクロメートル（乾燥厚み）、好ましくは約１０～約２００
マイクロメートルのコーティング厚が考えられる。コーティング可能な接着剤組成物は、
後続のコーティングのための任意の望ましい濃度であってよいが、典型的には、３０～７
０重量％固形分、より典型的には６５～３５重量％固形分であり、残余部分は溶媒又は水
である。接着剤組成物を更に希釈することにより、又は部分乾燥により、所望の濃度を得
ることができる。
【００５４】
　可撓性支持体又は裏材は、剥離コーティング基材を更に含んでよい。このような基材は
、典型的には、接着転写テープが提供される場合に利用される。剥離コーティング基材の
例は、当該技術分野において周知である。それらには、例としてシリコーンコーティング
クラフト紙などが挙げられる。本発明のテープは、同様に低接着性バックサイズ（ＬＡＢ
）及び／又はプライマーを組み込んでもよい。典型的には、プライマーは、接着剤コーテ
ィングの前に、接着剤と同じテープ裏材表面に適用され、一方、ＬＡＢは、典型的には、
感圧性接着剤を有するのとは反対側のテープ裏材表面に適用される。ＬＡＢ及びプライマ
ーは技術的に既知である。
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【実施例】
【００５５】
　これらの実施例は、単に例示目的のためだけであって、特許請求の範囲を限定すること
を意味するものではない。実施例及び明細書の他の箇所における全ての部、パーセント、
比等は、他に記載がない限りにおいて、重量あたりである。使用される溶媒及びその他の
試薬は、特に記載のない限り、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ（ウイスコンシン州、ミルウォーキー（Milwaukee））より入手した。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
　試験方法
　剥離接着力試験
　使用した剥離接着力試験方法は、ステンレス鋼の代わりにガラス基材を用いた以外は、
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試験方法ＡＳＴＭ　Ｄ　３３３０－７８と同様とした。１．３ｃｍ（０．５インチ）のサ
ンプルテープのストリップ２本を、２キログラム（４．５ポンド）のローラーをテープ上
で転がすことによって、ガラスプレートに付着させた。結合した組立体を室温に約１分間
置いて、ＩＭＡＳＳスベリ／剥離試験機（型式３Ｍ９０、Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｏｒｓ　
Ｉｎｃ．）（オハイオ州ストロングスヴィル（Strongsville）より市販されている））を
使用して、１８０°剥離接着力を毎分２２９ｃｍ（毎分９０インチ）の速度で試験した。
剥離力は、１．２７ｃｍ（０．５インチ）あたりのオンスで測定し、デシメートルあたり
のニュートン（Ｎ／ｄｍ）に変換した。試料は、３度試験し、平均した。サンプルは、特
に指示がない限り、２３℃及び５０％の相対湿度にて実施した。
【００５８】
　剪断強度試験
　使用した剪断強度試験法は、ＡＳＴＭ　Ｄ－３６５４－７８、ＰＳＴＣ－７試験方法と
同様であった。１．３ｃｍ（０．５インチ）幅のサンプルテープのストリップを、ステン
レス鋼プレートに付着させ、スチールプレート上に１．３ｃｍ×１．３ｃｍ（０．５イン
チ×０．５インチ）の正方形が残るように切り落とした。２ｋｇ（４．５ポンド）の重量
を接着部分上で転がした。１，０００グラムの重りを各試料に取り付け、試料が破壊する
までつりさげた。破壊の時間は３回測定し、平均した。試験は、特に指示がない限り、２
３℃及び５０％の相対湿度にて実施した。
【００５９】
　２－オクチルアクリレート用の調製例
　１つの典型的な調製では、２－オクタノール（２６８．５１グラム、２．１モル）、Ａ
Ａ（１８３．７５グラム、２．６モル）、ｐ－トルエンスルホン酸一水和物（５．００グ
ラム、２６ミリモル）、トルエン（２５０グラム）及びフェノチアジン（１．０グラム）
の混合物を加熱還流させた。Ｄｅａｎ　Ｓｔａｒｋ蒸留トラップを使用して、トルエン／
水の共沸混合物から水を分離した。６時間の還流後、総量３７ミリリットルの水をトラッ
プ内に収集した。反応混合物を１モル濃度の水酸化ナトリウム水溶液（２００ミリリット
ル）で洗浄し、次に減圧下で濃縮した。残留油を減圧下（６５～６７℃、２６７Ｐａ（２
ｍｍＨｇ））で蒸留して、無色油としての生成物を得た。
【００６０】
　溶液エマルション重合
　他のモノマーと一緒の２－ＯＡの溶液エマルション共重合は、表１に示す材料を、ガラ
スジャーで合わせ、５分間窒素でパージし、ジャーを密閉することにより実施した。ジャ
ーをララウンデロメーターセット内に７０℃、２０時間放置した。溶液ポリマーの粘度を
ＲＶ－４スピンドルを備えたＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計を用いて決定した。
【００６１】
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【表２】

【００６２】
　エマルションポリマー（実施例７及び８）は重合中にある程度の凝個を起こし、これら
のサンプルについては、更なる試験は行わなかった。しかしながら、蒸発によって水が無
くなった後、エマルションサンプルは、感圧性接着剤として機能したことが分かった。
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【００６３】
　テープサンプルの調製と試験
　テープサンプル調製のために、表１の実施例１、２、４、５、及び６の溶液１０．０グ
ラムを相当する量の化学架橋剤Ｂ－２１２と一緒にバイアル瓶に入れる。処方中のＢ－２
１２の量は、表２に示すように０～０．３重量％の間で変えた。得られた溶液を、ナイフ
コーターでＰＬＡフィルム上にコーティングした。ナイフ高は、ポリエステル上、１０２
～１２７マイクロメートル（４～５ミル）に設定して、乾燥した際約２５マイクロメート
ル（１ミル）のコーティングを得た。コーティングされた溶液を２分間空気乾燥させて、
溶媒を除去した。次に、コーティングされたＰＬＡシートを、薄い剛体パネル上にテープ
止めし、オーブン内に７０℃、５分間置いた。サンプルをオーブンから取り出した後、剥
離ライナーを接着剤の上に置いて、コーティングを保護した。コーティングされたフィル
ムを一定温度／一定湿度（２３℃／５０％相対湿度）の室内にて、２４時間、試験に先だ
って平衡させた。テープ試験を、上記試験方法にて記載されているようにして実施し、デ
ータを表２に示す。
【００６４】
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【表３】

【００６５】
　熱安定性サンプルの調製と試験
　熱安定性試験サンプルを調製するために、溶液ポリマー実施例６及びＣ１の１０ｇを相
当する量の化学架橋剤Ｂ－２１２と一緒にバイアル瓶に入れた。本溶液を、ナイフコータ



(19) JP 2011-516690 A 2011.5.26

10

ーでシリコーン剥離ライナー上にコーティングした。ナイフ高はライナー上、２５４マイ
クロメートル（１０ミル）に設定した。コーティングされた溶液を５分間空気乾燥させて
、溶媒を除去した。次に、コーティングされたフィルムを、薄いアルミニウムパネル上に
テープ止めし、オーブン内に１５０℃にて２分間置いた。コーティングされた接着剤を一
定温度／一定湿度（ＣＴ／ＣＨ）の室内にて、２４時間、試験に先だって平衡させた。分
解開始温度を決定するために、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ＴＧＡ　２９５０熱重量
分析器（ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｉｎｃ．、デラウェア州ニューキャッスル）を
使用して、接着剤サンプル（約３０～６５ミリグラム）を分析した。サンプルは、室温か
ら５００℃まで１０℃／分の速度で温度傾斜に曝した。次に、分解開始点を、サンプル重
量対温度プロット（ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓユニバーサル分析ソフトウェアを使用
して計算された）から決定した。熱重量分析試験を用いて、１５０℃及び１７５℃でのそ
れぞれの接着力の熱安定性を比較した。この実験においては、サンプルの温度を、室温か
ら所望の設定値（１５０℃又は１７５℃のいずれか）に２００℃／分の割合で上昇させ、
３．５時間設定値に維持した。サンプル重量をモニターし、最初のサンプル重量を基準に
して、３．５時間後の重量喪失を元のサンプルの重量を基準にして決定した。表３に示す
データ、１５０℃で得られたデータは、定性的に同じような結果の２つの試験の平均値で
ある。
【００６６】



(20) JP 2011-516690 A 2011.5.26

10

20

30

40

【表４】



(21) JP 2011-516690 A 2011.5.26

10

20

30

40

【国際調査報告】



(22) JP 2011-516690 A 2011.5.26

10

20

30

40



(23) JP 2011-516690 A 2011.5.26

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,
BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,K
E,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL
,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100093665
            弁理士　蛯谷　厚志
(74)代理人  100146466
            弁理士　高橋　正俊
(72)発明者  ハーディー，コーデル　エム．
            アメリカ合衆国，ミネソタ　５５１３３－３４２７，セント　ポール，ポスト　オフィス　ボック
            ス　３３４２７，スリーエム　センター
(72)発明者  フランク，ジョン　ダブリュ．
            アメリカ合衆国，ミネソタ　５５１３３－３４２７，セント　ポール，ポスト　オフィス　ボック
            ス　３３４２７，スリーエム　センター
(72)発明者  ツェン，チ－ミン
            アメリカ合衆国，ミネソタ　５５１３３－３４２７，セント　ポール，ポスト　オフィス　ボック
            ス　３３４２７，スリーエム　センター
Ｆターム(参考) 4J004 AA10  AB01  CA02  CA04  CA05  CA06  CB03  CC02  CE01  EA06 
　　　　 　　        FA01 
　　　　 　　  4J040 DF011 DF041 DF051 EC002 EF282 HB41  HB44  HC22  HC26  JA09 
　　　　 　　        JB09  KA16  KA26  KA31  LA06  LA08 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

